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市，上村修司，江﨑幹宏，平井郁仁，八尾建史：クローン病の小腸病変における小腸カプセル内視
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鏡と便中カルプロテクチンの相関．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内
視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催），特別企画：消化器病学の新たなエビデンス～九州か
らの発信～．2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

10 武富啓展，朝長道人，成瀬尚美，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，渡辺憲
治，久松理一，江﨑幹宏：当院炎症性腸疾患患者におけるCOVID‐19ワクチン接種に対する免疫
応答と安全性の検討．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州
支部例会（ハイブリッド開催），シンポジウム1：IBD診療における諸問題．2022，6，24‐25（現
地開催＋LIVE配信）．

11 鶴岡ななえ，武富啓展，坂田資尚，江﨑幹宏，藤岡 審，酒見亮介，芦塚伸也，西俣伸亮，都甲和
美，上村修司，金城 徹，古田陽輝：炎症性腸疾患における潜在性結核感染症の現状～IBD Qual-
ity team’s study～．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州
支部例会（ハイブリッド開催），特別企画：消化器病学の新たなエビデンス～九州からの発信～．
2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

12 ＊福田健介，水上一弘，橋口一利，山口太輔，田中雄一郎，三池 忠，鈴木 翔，佐々木文郷，前田
英仁，具嶋亮介，宮本英明，下田 良，芥川剛至，橋口慶一，大仁田賢，大津健聖：上部消化管内
視鏡検査における胃癌検出を低下させる因子の検討と LCI 併用に伴う検出能上昇の検証．第119回
日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催），
特別企画：消化器病学の新たなエビデンス～九州からの発信～．2022，6，24‐25（現地開催＋
LIVE配信）．

13 ＊藤岡 審，田中貴英，武田輝之，西俣伸亮，伊良波淳，吉岡慎一郎，酒見亮介，古田陽輝，上村修
司，鶴岡ななえ，都甲和美，梅野淳嗣，鳥巣剛弘：IBD患者の他臓器悪性腫瘍リスク因子に関す
る検討 IBD-quality team研究．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

14 松尾真紀子，朝長道人，成瀬尚美，武富啓展，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田
良，真鍋達也，青木茂久，江﨑幹宏：大腸全摘術30年後に回腸嚢内の進行癌を認めた家族性大腸腺
腫症の1例．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州支部例会
（ハイブリッド開催）．2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

15 ＊宮本和樹，島村拓弥，平井 哲，澤瀬寛典，井手康史：短調症候群に対するGLP‐2アナログ製剤
の使用経験．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州支部例会
（ハイブリッド開催）．2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

16 ＊山口太輔，原 優実，藤邑勇太郎，井上須磨，朝長道人，荻野祐也，江口紘平，長妻剛司，田中雄
一郎，樋高秀憲，宮原貢一，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，綱田誠司，
野田隆博，江﨑幹宏：大腸内視鏡検査初学者の内視鏡検査の質の向上と学習曲線の上昇に内視鏡画
像診断支援システム『CAD EYE』が与える影響の評価（CAD EYE-B study）．第119回日本消化器
病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催），特別企
画：消化器病学の新たなエビデンス～九州からの発信～．2022，6，24‐25（現地開催＋LIVE配
信）．

17 行元崇浩，冨永直之，貞嶋栄司，江﨑幹宏，永田尚義：急性下部消化管出血を繰り返すスーパーリ
ピーターの特徴：CODE-BLUE J Study．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消
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化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催），シンポジウム 3：消化管出血360°．2022，6，
24‐25（現地開催＋LIVE配信）．

18 ＊坂田泰志，下田悠一郎，行元崇浩，松永圭司：初回の内視鏡検査で発見されたヘリコバクター・ピ
ロリ菌陰性高分化型腺癌の1例．第119回日本消化器病学会九州支部例会／第113回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催），一般演題発表：胃・十二指腸2．2022，6，24‐25（現
地開催＋LIVE配信）．

19 江﨑幹宏：クローン病の長期予後改善を目指して－最近の私の関心事－．第128回日本消化器内視
鏡学会中国支部例会（ハイブリッド開催），特別講演2．2022，7，3（現地開催＋ライブ配信）．

20 坂田資尚：当院で経験した潰瘍性大腸炎関連腫瘍の臨床像に関する検討．第29回日本大腸検査学会
九州支部会（ハイブリッド形式開催）．2022，8，20（現地開催＋WEB配信）．

21 江﨑幹宏：新たな時代に突入したUC難治例に対する内科治療．第120回日本消化器病学会九州支
部例会／第114回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現
地開催），2022，12，6‐25（オンデマンド配信）．

22 芥川剛至，石田知也，下田 良，相島慎一，江﨑幹宏：当院における下咽頭表在癌に対する消化
器・耳鼻科合同治療の現状．第120回日本消化器病学会九州支部例会／第114回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現地開催），2022，12，6‐25（オンデマ
ンド配信）．

23 柯 懿玲，鶴岡ななえ，松尾真紀子，荻野祐也，井上須磨，島村拓弥，武富啓展，行元崇浩，芥川
剛至，坂田資尚，下田 良，小松実樹也，真鍋達也，江﨑幹宏：クローン病に対し抗TNFα抗体
製剤使用中に高安動脈炎を発症した1例．第120回日本消化器病学会九州支部例会／第114回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現地開催），2022，12，6‐
25（オンデマンド配信）．

24 ＊古賀裕知，芥川剛至，松尾真紀子，柯 懿玲，荻野祐也，井上須磨，島村拓弥，武富啓展，行元崇
浩，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，青木茂久，江﨑幹宏：内視鏡的切除を行ったH.pylori 除菌
療法後残存胃MLATリンパ腫の一例．第120回日本消化器病学会九州支部例会／第114回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現地開催），2022，12，6‐25
（オンデマンド配信）．

25 坂田資尚：当院の潰瘍性大腸炎難治例に対する JAK阻害薬の治療成績．第120回日本消化器病学会
九州支部例会／第114回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐
3（現地開催），2022，12，6‐25（オンデマンド配信）．

26 下田 良，芥川剛至，村野竜朗，新村健介，池松弘朗：測長内視鏡（Virtual Scale Endoscopy:
VSE）における大腸ポリープ測定能の評価．第120回日本消化器病学会九州支部例会／第114回日本
消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現地開催），2022，12，
6‐25（オンデマンド配信）．

27 ＊中村啓太，芥川剛至，行元崇浩，松尾真紀子，井上須磨，島村拓弥，佐野晴彦，勝屋弘雄，前田佐
知子，相島慎一，木村晋也，江﨑幹宏：リンパ管拡張様所見を呈した食道胃接合部癌の十二指腸転
移の一例．第120回日本消化器病学会九州支部例会／第114回日本消化器内視鏡学会九州支部例会
（ハイブリッド開催）．2022，12，2‐3（現地開催），2022，12，6‐25（オンデマンド配信）．
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その他の学会
1 芥川剛至，江﨑幹宏：症例検討 大腸．第22回臨床消化器病研究会．2022，7，30．
2 江﨑幹宏：クローン病におけるカプセル内視鏡の位置付け．第3回 IBDJump Up Seminar in 旭川．
2022，2，18．

3 江﨑幹宏：下部消化管疾患におけるＸ線造影検査．令和3年度第2回北九州ブロック大腸がん検診
従事者講習会．2022，2，15．

4 江﨑幹宏：新たな時代に突入したUC難治例に対する内科治療．九州大学2内科関連 IBD講演会．
2022，5，18．

5 江﨑幹宏：消化器疾患の最新の話題．鳥栖三養基医師会特別学術講演会．2022，5，30．
6 江﨑幹宏：UC診療に関する最近の話題．瀬戸内炎症性腸疾患懇話会2022．2022，6，7．
7 江﨑幹宏：IBDの内視鏡診断と鑑別ポイント．有明消化器勉強会．2022，6，29．
8 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の内科治療戦略－ustekinumab の位置付け－．北九州・山口 九州大学第

二内科の会．2022，7，7．
9 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療における最近のTopics．第27回筑紫消化器フォーラム．2022，7，
13．

10 江﨑幹宏：IBD内視鏡診療の全て：サーベイランス内視鏡．第53回近畿消化器内視鏡懇談会．
2022，7，23．

11 江﨑幹宏：IBD内視鏡診療の全て：内視鏡モニタリング．第53回近畿消化器内視鏡懇談会．2022，
7，23．

12 江﨑幹宏：戦国時代に突入したUC難治例に対する内科治療．第332回長崎胃疾患検討会．2022，
8，3．

13 江﨑幹宏：長期予後改善からみたクローン病におけるカプセル内視鏡の位置付け．北九州消化器学
術セミナー．2022，8，19．

14 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎診療の現状と課題．TRIPLE DIGESTIVE SEMINAR IN FUKUI－下部消
化管2022－．2022，9，29．

15 江﨑幹宏：IBDにおけるカプセル内視鏡の位置付けと将来展望．多摩Biological Forum．2022，10，
21．

16 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療の基本と最新のトピックス．地域医療講演会 消化器疾患領域．2022，
11，30．

17 江﨑幹宏：UC内視鏡診療における注意点と新規 JAK阻害薬．IBD Therapy Update Web Seminar
（WEB開催）．2022，12，15．

18 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドラインにおける腸管洗浄法の在り方．
大腸内視鏡web セミナー（WEB開催）．2022，2，3．

19 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドラインにおける腸管洗浄法の在り方．
インターネットライブセミナー in Kyushu（WEB開催）．2022，3，10．

20 下田 良：大腸腫瘍の内視鏡治療（基調講演）．第162回佐賀県胃癌・大腸癌検診医会研修会（ハイ
ブリッド開催）．2022，3，12（現地＋オンライン開催）．

21 下田 良：大腸腫瘍の内視鏡診断と治療～ビスコクリアの使用感も含めて～．大腸内視鏡診療We-
binar（WEB開催）．2022，3，24．
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22 下田 良：大腸腫瘍の内視鏡診断と治療．熊本内視鏡セミナー．2022，7，28．
23 下田 良：大腸腫瘍の内視鏡診断と治療～大腸スクリーニングとサーベイランスガイドラインを踏

まえて～．大腸内視鏡web セミナー（WEB開催）．2022，9，26．
24 下田 良：ESDの“Standard”と“Selfitaught”－先端系ナイフ，上手く使えてますか？－．第

5回九州セミナー．2022，11，18．
25 坂田資尚：UC診療におけるタクロリムスの最近の話題．タクロリムス IBD講演会．2022，12，22．
26 坂田資尚：新規クローン病治療薬スキリージの有効性について．第3回 IBD Expert Meeting In 佐

賀．2022，11，2．
27 坂田資尚：IBD診療におけるバイオシミラーの現状．佐賀県消化器病態セミナー．2022，9，13．
28 坂田資尚：IBD診療における粘膜治癒の重要性．HUMIRA Internet live seminar（WEB開催）．
2022，5，16．

29 坂田資尚：潰瘍性大腸炎について．佐賀県薬剤師継続学習通信教育講座．2022，3，13．
30 坂田資尚：IBD診療におけるバイオシミラーの展望．山口県病院薬剤師会学術講演会．2022，3，

1．
31 坂田資尚：IBD診療におけるバイオシミラーの展望．佐賀県消化器病態セミナー．2022，1，28．
32 武富啓展：兄妹で発症した高齢UCの治療選択．第3回 IBD Clinical Conference in Hamamatsu．
2022，2，24．

33 武富啓展，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，前田佐知子，甲斐敬太，江﨑
幹宏：下部消化管多発潰瘍症に門脈・肝静脈血栓を併発し死亡に至った1例．第19回 IBD Club Jr.
Kyushu．2022，7，9．

34 武富啓展，芥川剛至，江﨑幹宏：Crystal storing histiocytosis の1例．早期胃癌研究会11月度例会．
2022，11，16．

35 武富啓展，芥川剛至，江﨑幹宏：症例検討 大腸．早期胃癌研究会11月度例会．2022，11，16．
36 鶴岡ななえ，武富啓展，坂田資尚，真鍋達也，江﨑幹宏：症例検討 MEFV関連腸炎．Biologics

Workshop on IBD-extra Hybrid seminar（ハイブリッド開催）．2022，4，23（現地開催＋WEB開
催）．

37 鶴岡ななえ，坂田資尚：若年男性の小腸大腸型クローン病の一例．第3回 IBD next．2022，6，
11．

38 鶴岡ななえ：今さらきけない便秘の基本．佐賀県医師会学術講演会．2022，9，13．
39 鶴岡ななえ：IBDの栄養療法－基礎編－．佐賀エリア IBD診療セミナー．2022，3，18．
40 行元崇浩，芥川剛至，下田 良，江﨑幹宏：SMT様に進展した直腸低分化腺癌．早期胃癌研究会

1月度例会．2022，1，18．
41 行元崇浩，芥川剛至，江﨑幹宏：平坦陥凹の形態を呈した上行結腸腺腫．早期胃癌研究会7月度例

会．2022，7，19．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 江﨑 幹宏 厚生労働科学研究費
補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 難治性炎症性腸管障害に関す
る調査研究

300

教 授 江﨑 幹宏 大塚製薬株式会社 学術研究支援 1 ぺリオスチンは炎症性腸疾患
の新たなバイオマーカーとな
りうるか

500

助 教 武富 啓展 科学研究費助成事業 若手研究 1 難治性炎症性腸疾患における
慢性化機序解明とそれを反映
するバイオマーカーの開発

2，340

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 武富 啓展 JSIBD Travel Award Clinical usefulness of serum Leucine-Rich Alpha-2 Gly-
coprotein in ulcerative colitis

助 教 行元 崇浩 JDDW2022若手奨励賞 大腸憩室出血の再発を繰り返す「スーパーリピー
ター」の特徴

研究助成等

学術（学会）賞
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